
             建築見学会 

法政大学 55・58 年館 

 
 

実際の建物から「建築」を読み解くワークショップを行います。 

題材は、もっとも身近にある 1950 年代モダニズムの名建築、法政大学 55・58 年館。

修士設計賞の名称で馴染み深い大江宏の設計によるものです。法政大学で建築を

学ぶものとして、この建築の意義をシッカリ考える機会にしてほしいデス。 

（法政大学建築同窓会  岡崎浩司： 87 年修士了） 

 

■日時：2010 年 11 月 13 日（土曜）13：30～ 

■集合場所：法政大学 市ヶ谷田町校舎 206 教室（仮） 

■工程（予定）：13：30～ プチレクチャー 

仮内容「55･58 年館概要／50 年代モダニズム／建築造型分析」 

          15：00～ 市ヶ谷キャンパスにて 55･58 年館 見学 

          17：00～ ふりかえってまとめて 

■問合せ・連絡先：法政大学建築同窓会 岡崎浩司／法政大学 55･58 年館の再生を望む会 

 （okazakko@kajima.com ／ koujiof@softbank.ne.jp ） 

明日は 

ないかも！？ 


